


このたびは、リョービ エアスクリュードライバをお買い上げいただきまして誠
にありがとうございます。本機の取扱いにあたって、この取扱説明書を最後まで
よくお読みください。使用上の注意事項、使用方法、能力などについて十分ご理
解の上、安全に適切にご使用くださるようお願いいたします。
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この表示は操作上のポイントおよび知っていると便利なことが書いてあり
ます。

■絵表示について

この記号は「してはいけないこと」を意味しています。この記号の中や近く
の表示は具体的な禁止内容です。

この表示は、取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う
可能性が想定される場合を表しています。

この表示は取扱いを誤った場合に、使用者が傷害を負う危険が想定さ
れる場合および物的損害のみの発生が想定される場合を表しています。
また、取扱いを誤った場合には、機械本来の性能を発揮しないばかり
でなく本機の損傷につながる事が想定される場合を表しています。

警告

注意

－ 1 －

各部の名称

トリガロックダイヤル

トリガ エアプラグキャップ

エアプラグ

フック

マガジン
ドアラッチ

射出口

コンタクトアーム

ドア

ノーズ

ボデー

高圧用減圧弁

六角穴付ボルト（4本）

アジャスタ

ワンタッチアジャスタ

切替レバー

マガジンキャップ

コンタクトトップ

〈付属コンタクトトップ〉
・コンタクトトップL（透明）：t 9.5mmボード用

薄鋼板下地へt9.5mm石膏ボー
ドを取り付ける場合、付属のコ
ンタクトトップL（透明）を使用し
てください。



警 告

－ 2 －

q使用の際は、作業者およびまわりの人も必ず保護メ

ガネを着用する。

ねじどめ作業をする時、締め損じのねじがはね返り、

眼に入ると失明する恐れがあります。作業する本人

はもとよりまわりの人も必ず保護メガネを着用して

ください。

w-1 防塵マスクを着用する。

ねじどめ作業をすると、ねじと石膏により粉塵が舞

い上がります。その汚れた空気から鼻・咽喉・気

管・肺を守るため防塵マスクを着用してください。

w-2 防音保護具を着用する。

ねじどめ作業をする時、排気音や排気エアから耳を

守るため、作業環境に応じて防音保護具（耳栓等）

を着用してください。

e作業環境に応じた防具を着用する。

作業環境に応じてヘルメット、安全靴等の防具を着

用してください。

本機は、指定されたねじを「石膏ボードと木材」または「石膏ボードと建築用薄鋼板下

地材」にねじどめすることを目的としたねじ打機です。指定以外の用途、使用方法は重

大な事故につながる恐れがあります。この取扱説明書の記載事項を厳守してください。

作業関係者以外、特に子供は作業場所に近づけないでください。また、本機に触らせな

いでください。

作業前

q

w-1

w-2

e

安全作業のために

警 告

－ 3 －

r本機使用の際は、高圧用エア釘打機専用エアコンプ

レッサ、専用エアホースを必ず使用する。

本機は使用性能を向上させるため、使用圧力を従来

のねじ打機より高く設定しております。本機使用に

際しては、専用エアコンプレッサ、専用エアホース

が必ず必要です。専用エアコンプレッサ、専用エア

ホース以外は絶対に使用しないでください。

tエアホース接続前に必ず点検する。

エアホースを接続する前に下記の点検を必ず行って

ください。

1.ネジの締め付けが緩んでいたり、抜けていないか。

2.各部部品が外れていたり、傷んでいないか。

3.コンタクトアームがスムーズに動くか。

4.トリガをロック（引けないように固定）できるか。

（11ページ参照）

不完全なまま使うと、事故や破損の原因となります。

異常のある場合は、お買い求めの販売店へ点検・修

理に出してください。

yエアホース接続の時には必ず厳守する。

エアホースを接続するときは誤って作動させないよ

う下記のことを必ず守ってください。

1.トリガをロック（引けないよう固定）する。

2.コンタクトアームに触れない。

3.コンタクトアームを押し上げた状態にしない。

4.射出口を人体に向けない。

r

t

y

安全作業のために



警 告

－ 4 －

uエアホース接続時には必ず確認する。

使用前にはプラスチックシートねじを装填しないで

エアホースを本機に接続し下記の確認を必ず行って

ください。

1.エアホースを接続しただけで作動音がしないか。

2.エアもれや異常音がしないか。

エアホースを接続しただけで作動したり、エアもれ

や異常音がする場合は故障しています。そのまま使う

と事故の原因となりますので、絶対に使用しないでく

ださい。異常のある場合はお買い求めの販売店に点

検・修理に出してください。

i安全装置が完全に作動するか使用前に必ず点検す

る。正常に作動しない場合は使用しない。

使用前には必ず安全装置が完全に作動するか、確認

してください。プラスチックシートねじを装填しない

でエアホースを接続し、トリガロックダイヤルをフリ

ーにセットして確認してください。（11ページ参照）

※下記の場合には安全装置が故障していますから本機

を絶対に使用しないでください。

1.トリガを引いただけで、作動音がする。

2.コンタクトアームを対象物に当てただけで、作動

音がする。

異常のある場合はお買い求めの販売店に点検・修理

に出してください。

o指定プラスチックシートねじを必ず使用する。

指定されたプラスチックシートねじと異なるものを

使用すると本機の故障や事故の原因となりますの

で、必ず指定のプラスチックシートねじをご使用く

ださい。（13ページ参照）

u

i-1

i-2

o

安全作業のために

警 告

警 告

－ 5 －

!0作業場所を常に整理する。

作業場所が乱雑だとつまづくなどして思わぬ事故の

原因となります。作業場所は常に整理整頓をして安

定した姿勢で作業を行ってください。

q使用空気圧を必ず守る。

本機の使用空気圧範囲は1.76～2.25MPa（18～

23kgf/cm2）です。対象物によりその範囲内で調整し使用

してください。1.76MPa（18kgf/cm2）未満または2.25MPa

（23kgf/cm2）を超えた圧力で使用すると本機の寿命を早

めたり損傷によって危険を生じる恐れがあります。

w使用する時以外は絶対にトリガに指をかけない。

トリガに指をかけたまま本機を取り回し、誤って発

射した場合は思いがけない事故につながります。ね

じをとめる時以外は絶対にトリガに指をかけないで

ください。

e射出口を絶対に人体に向けない。

射出口を人に向け、誤って発射した場合には思いが

けない事故につながります。また、射出口付近に手

足等を近づけての作業は危険ですからさけてくださ

い。同時にとめ損じたねじが人に当たらないよう作

業中はまわりの人に注意をはらってください。

r向い合わせのねじどめは絶対にしない。

向い合ってねじどめ作業をすると、とめ損じたねじ

が前の作業者にあたり、思わぬ怪我をすることがあ

りますので、向い合わせのねじどめは絶対にしない

でください。

作業中

1.76

2.25

!0

q
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安全作業のために



警 告

－ 6 －

t射出口を確実に対象物に当てる。

射出口を確実に対象物に当てないと、一度とめたね

じや木の節などに当たった場合ねじがはねたり、そ

れたりして大変危険です。また、本機が強く反発す

ることもあり危険ですから、射出口を確実に対象物

に当ててください。

y揮発性可燃物のそばで絶対に使用しない。

本機やエアコンプレッサを揮発性可燃物（例：シン

ナー、ガソリン等）のそばで使うとねじ締め時の火

花による引火や、空気といっしょに吸入圧縮され、

爆発の危険を伴いますので、揮発性可燃物のそばで

は絶対に使用しないでください。

u移動する際は、必ずトリガをロックし、エアホース

をはずす。

エアホースを接続した状態でトリガを引いたまま本

機を持ち歩いたり、手渡し等をし、誤って発射した

場合には思いがけない事故につながります。移動す

る際はトリガをロックし、エアホースをはずしてく

ださい。

iフック使用の時は、必ずトリガをロックし、エアホ

ースをはずす。

フック使用の時は、必ずトリガをロックし、エアホ

ースをはずしてください。

o作業中断時は必ずトリガをロックし、エアホースを

はずす。

作業中のプラスチックシートねじ装填、調整及びね

じづまりを直すときは誤ってねじを発射すると危険

ですから、必ずトリガをロックし、エアホースをは

ずしてください。

t

y

u

i

o

安全作業のために

警 告

警 告

－ 7 －

!0異常を感じたら絶対に使用しない。

作業中に本機の調子が悪かったり、異常を感じたら、

ただちに使用を中止してください。異常のある場合

はお買い求めの販売店に点検・修理に出してくださ

い。

q作業終了時には必ずトリガをロックし、エアホース

をはずす。

作業終了時には、必ずトリガをロックし、エアホー

スをはずしてください。

w作業終了時には必ずプラスチックシートねじを抜き

取る。

プラスチックシートねじをマガジン内に残しておく

と、次に使用するときうっかり手を触れたり、誤っ

て作動させた場合、思わぬ事故につながることがあ

ります。作業終了時には必ずマガジン内のプラスチ

ックシートねじを抜きとってください。

e本機を絶対に改造しない。

本機を改造すると、本来の性能が発揮できないばか

りでなく安全性が損なわれますので、絶対に行わな

いでください。

作業後

o

q

w

e

安全作業のために



警 告

－ 8 －

q足場の安全性を充分に確認する。

足場を使っての高所作業の場合、ねじどめ作業中に

落ちることのないように充分足場の安全性を確認し

てください。

wエアホースの確保。

高所作業の場合、エアホースは作業場所の近くに必

ず固定箇所を作ってください。これは不用意にホー

スが引っぱられたり、引っかかったりしたときの危

険を防ぐためです。また、ホースのたるみやねじれ

のないように注意してください。

e直射日光をさける。

本機やエアセット、エアコンプレッサは直射日光に

長時間あてたまま放置しないでください。また、エ

アコンプレッサはできるだけ日陰に設置して使用し

てください。

打ち方

r水平面のねじどめ

前進姿勢でねじどめ作業を行ってください。安全で

疲労が少なく、正確で速い作業ができます。後退し

ながらの作業は足をとられるなど危険です。

屋外作業について

q

w

e

r

安全作業のために

警 告

－ 9 －

t垂直面のねじどめ

本機を無理なく操作できる範囲の最も高いところま

で差し上げ、上から順に下へねじどめ作業を行って

ください。疲労の少ない作業ができます。

※向かい合わせの同時ねじどめは絶対にしないでくだ

さい。

y傾斜面のねじどめ

下から上に向かって前進姿勢でねじどめ作業を行っ

てください。上から下に後退すると足を踏みはずす

危険があります。

t

y

安全作業のために



－ 10 －

ねじどめ作業の安全を確保するため、本機には次のような安全装置がついています。

〈図-1〉

●メカニカル安全装置

これはコンタクトアームとトリガが同時

に作動しないと発射しないメカニズムで

す。つまりトリガを引いただけではねじ

は発射せず、また、コンタクトアームを

打込対象物に当てただけでもねじは発射

しません。コンタクトアームを対象物に

当てる動作とトリガを引くという動作が

重なってはじめてねじは発射されます。

〈図-1〉

トリガ

コンタクトアーム

警 告
●安全装置が完全に作動するか使用前に必ず点検する。正常に作動しない場合は使

用しない。

使用前には必ず安全装置が完全に作動するか、確認してください。プラスチック

シートねじを装填しないでエアホースを接続し、トリガロックダイヤルをフリー

にセットして確認してください。

※下記の場合には安全装置が故障していますから本機を絶対に使用しないでくださ

い。

1.トリガを引いただけで、作動音がする。

2.コンタクトアームを打込対象物に当てただけで、作動音がする。

異常のある場合はお買い求めの販売店に点検・修理に出してください。

安全装置について

●トリガロック装置

本機にはより安全に作業していただくた

めにトリガロック装置を標準装備してい

ます。トリガロック装置とは、作業しな

いときに本機の使用者の意志によってト

リガをロック（引けないように固定）す

ることにより作動できないようにするこ

とができる装置です。 〈図-2〉

ねじどめ作業を行っているとき以外はトリガロックダイヤルを押し回し、ロックの位置

にセットしエアホースをはずしてください。作業を始める場合はトリガロックダイヤル

を押し回しフリーの位置にセットしてください。

－ 11 －

〈図-2〉

トリガロックダイヤル

トリガ

安全装置について



商　　品　　名 リョービエアスクリュードライバ

商 品 記 号 ASD-410H

バ ル ブ 機 構 ヘッドバルブ方式

ねじ送り機構 フィードピストンバネ送り方式

マガジン形式 マガジンキャップ開閉方式

寸　　　　　法 （H）346×（W）115 ×（L）300 mm

質　　　　　量 2.1kg

ね じ 装 填 数 100本

使用エアコンプレッサ リョービエアコンプレッサ　1PS・0.75kW以上

使用空気圧範囲 1.76～2.25MPa （18～23kgf/cm2）

使用エアホース リョービ高圧用エアホース　内径6mm、長さ30m以内

使 用 オ イ ル タービン油2種 ISO VG32（JIS K 2213）

安　全　装　置 メカニカル方式、トリガロック装置

付　　属　　品
保護メガネ、ジェットオイラ（油入）、六角棒スパナ4、ビット、
コンタクトトップL（透明）

別　　売　　品 ビット

仕様、付属品及び別売品

－ 12 －

注 意
●石膏ボード2枚を薄鋼板下地材にとめつける場合には、使用空気圧を2.05MPa

（21kgf/cm2）以上に設定してください。

●各種形状や厚さの薄鋼板下地材と石膏ボードの組合せによっては、とめつけられ

ない場合があります。

●使用高圧用エアホースの内径は6mm、長さ30m以内のものをご使用ください。

使用エアホースの内径が細かったり、長さが長かったりすると圧力が降下し、十

分なエアが供給されず性能がでません。

－ 13 －



－ 14 －

使用前に本機とエアコンプレッサを接続しないで使い方を覚えてください。

【ねじの装填方法】

使用方法

注 意
●使用前・使用後にエアプラグの口より10滴以上注油してください。オイルはタ

ービン油2種 ISO VG32（JIS K 2213）を必ずお使いください。指定以外のオ

イルを使用しますと、能力低下や故障の原因となります。

●低温時に使用すると十分な性能が発揮できなくなるおそれがあります。

警 告
●プラスチックシートねじを装填する時は、必ずトリガをロックし、エアホースを

はずす。

qトリガをロックし、エアホースをはずし

ます。

wドアとドアラッチに指をかけてドアラッ

チを下へ押し下げながら開きます。

〈図-3〉

eマガジンキャップを右へ軽く回して開き

ます。

rシートの端をとめているテープをとり、

プラスチックシートねじをマガジンに入

れ、ねじを引き出し、送り爪の溝にセッ

トします。 〈図-4〉

手順

2 1

〈図-3〉

ドア

〈図-4〉

プラスチックシートねじ

ドアラッチ

－ 15 －

1
2

マガジンキャップを 
閉じる。 
ドアを閉じる。 

1

2
〈図-5〉

21

ドアを閉じる。 
マガジンキャップを 
閉じる。 

1
2

tマガジンキャップを閉じます。

yドアを右へ回して完全に閉じます。

〈図-5〉

※tとyの操作は反対の手順で行うことも

出来ます。 〈図-6〉

〈図-6〉

注 意

《薄鋼板下地への施工をするお客様へ》
●薄鋼板下地材へt9.5mm石膏ボードを取り付

ける場合、仕上りをより安定させる為に付属

コンタクトトップL（透明）を使用してくだ

さい。

コンタクトトップ 
（オレンジ） 

コンタクトトップL 
（透明） 

通常コンタクトトップ t9.5mm用 

コンタクトトップを3㎜長くし9.5㎜ボ
ードでの打ち込み量を適性に保ちます
ので12.5㎜ボードと同じ仕上りになり
ます。 

【コンタクトトップについて】

警 告
●コンタクトトップを交換する時は、必ずトリガをロックし、エアホースをはずす。



下地材 ボード 切替えレバー位置
枚数 弱（木） 強（鋼）

木下地
1枚 ◎ ○

2枚 ◎ ○

鋼製下地
1枚 ○ ◎

2枚 × ◎

打込材条件

下地材 上　材

切替え
レバー位置

強（鋼製下地） 

弱 
（木下地） 

〈図-7〉【切替えレバーについて】
本機には打込材の条件によって、最適（打

ち易さ、スピード）なねじどめ作業ができ

る切替えレバー機構がついています。

〈図-7〉

※打込材の条件に合った適切な切替え位置

でご使用ください。

〈図-8〉

【リリーフバルブについて】
本機には高圧用エアホース側の使用空気圧

範囲1.76～2.25MPa（18～23kgf/cm2）を

0.78MPa（8kgf/cm2前後）に減圧する高圧

用減圧弁を内蔵しています。万一高圧用減

圧弁が故障して本機内が高圧になるとリリ

ーフバルブより音を発し減圧します。その

場合は高圧用減圧弁の故障ですのでただち

に作業を中断し、エアホースをはずしてお

買い求めの販売店に修理に出してください。

なお、本機のリリーフバルブはボデー部後

方本体に内蔵しています。 〈図-8〉

切替えレバー
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弱（木） 木下地 石膏ボード（ t 9.5～15mm）1枚及び2枚張り

強（鋼） 鋼製下地 石膏ボード（ t 9.5～15mm）1枚及び2枚張り
（～ t 0.8mmまで）

〈切替えレバーの位置〉

※鋼製下地材＋石膏ボード2枚の条件においては、切替えレバー「弱（木）」の位置で

は打ち込めません。

※切替えレバーは「弱（木）」の位置側または「強（鋼）」の位置側に、「カチッ」とク

リック感がある位置まできちんと合わせてご使用ください。中途半端な位置で使用す

ると故障の原因になります。

※◎：最適　○：打込み可能
×：打込み不可

リリーフバルブ
（この中に内蔵
してあります。）
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【打ち方】
本機はねじどめ作業の内容によって効果的な使い方ができるよう「単発打ち」と「連続

打ち」が打ち方で使い分けできる機構を有しています。

qトリガロックダイヤルを押し回し、フリ

ーの位置にセットします。

wねじどめしようとする箇所にコンタクト

アーム先端をしっかり押し当てたままト

リガを引きます。 〈図-9〉

eねじが完全に締め込まれてモータの回転

が止まったらトリガをはなしてください。

単発打ちの操作方法

1

2

コンタクトアームの先端 
を押し当てます。 
トリガを引きます。 

1

2

コンタクトアーム 

トリガ 

単発打ちとは、コンタクトアーム先端を打込対象物に押し当ててからトリガを引く操作

でねじを1本しか打たない打ち方です。主に狙い打ちなど、ねじの打込位置を合わせた

り、仕上りを重視するねじどめ作業に適しています。

手順

〈図-9〉

qモータの回転が止まるまで、トリガをはなさず、しっかり押し付けてください。

wトリガを早くはなすとねじが浮いてしまったり、ねじ送り不良が発生する場合があり

ます。

※単発打ちでトリガを引いたまま、再度コンタクトアームを打込対象物に当ててもねじ

は発射されません。続けて連続打ちする場合は、トリガから指をいったんはなしてか

ら、連続打ちの操作を行ってください。
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●ねじが完全に締め込まれて、モータの回

転が止まるまで、トリガを引いたまましっ

かり本機を押し付けて使用してください。

※ねじどめには、押し付け力が必要です。

ねじどめには十分な押し付け力が必要で

す。押し付け力が不足しますと、ねじが

浮いたり、ねじの十字穴からビットがは

ずれて空回りが発生します。

※トリガを早くはなすとねじが浮いてしま

ったり、ねじ送り不良が発生する場合が

あります。

qトリガロックダイヤルを押し回し、フリ

ーの位置にセットします。

wトリガを引いたままねじどめしようとす

る箇所にコンタクトアーム先端を打ち当

てます。この操作をくり返すことで連続

打ち作業ができます。 〈図-10〉

連続打ちの操作方法

1

2
トリガを引きます。 
コンタクトアームの 
先端を押し当てます。 
 

1
2

連続打ちとは、トリガを引いたまま打込対象物にコンタクトアーム先端を打ち当てる操

作をくり返すことで連続的にねじどめ作業ができる打ち方です。

手順

〈図-10〉

●ねじどめ後、コンタクトアーム先端を打込対象物に押し当てたまま、本機をずらして

再度トリガを引くとねじが浮いた状態で止まってしまいます。必ず1本ずつコンタク

トアーム先端を打込対象物から離して打ってください。

〈図-11〉

【プラスチック連結帯の切り方】
ねじどめ作業を行っていますと、ノーズよ

りプラスチックシートねじのプラスチック

連結帯がでてきますので→の方向に引きち

ぎってください。 〈図-11〉

プラスチック連結帯

●モータの回転が止まるまで、しっかり押

し付けてください。

【フックの方向の変え方】

フックは4方向に向きを変えることができ

ます。また、フックの幅は2段階に調整で

きます。合計8パターンに調整できます。

〈図-12〉

方向・幅を変えるときは、取付けの六角穴

付ボルトを六角棒スパナ4ではずし、フッ

クの位置を調整してから再度組み付けてく

ださい。 〈図-13〉

警 告
●フック使用の時は、必ずトリガをロ

ックし、エアホースをはずす。

取　付　方　向

〈図-13〉

フック
取付穴

六角穴付
ボルト

〈図-12〉

エンドキャップ
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【打込みピッチ表示（目安）の使い方】
本機マガジンキャップ上部にはねじの打込

み間隔の目安となる打込みピッチ（ノーズ

射出口からの距離）を表示しています。打

ち込まれたねじ頭に基準の長さを目視で合

わせねじを打ち込んでください。〈図-14〉

※ピッチ表示は目安ですのでご注意くださ

い。

〈図-14〉

150mm
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用途

本機の用途には次のものがあります。ねじどめ対象物に合わせて適したプラスチックシ

ートねじを選定してご使用ください。（使用プラスチックシートねじは13ページ参照）

●主な用途

●石膏ボードを木下地に取り付ける内装施工

●石膏ボードを建築用薄鋼板下地材に（～ t 0.8mm）取り付ける内装施工

警 告
●施工については施工基準書にもとづいた施工を行う。

●必ず射出口先端を部材に直角に押し当てる。

●部材の堅さや石膏ボード（耐水ボードや強化ボードなど）の種類によってはとめつけ

られない場合があります。
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注 意
〈エアコンプレッサ〉
●高圧用エア釘打機用と一般釘打機用の2種類の取出口のあるエアコンプレッサを
ご使用になる場合は、必ず高圧用エア釘打機用取出口に接続してください。

●エアコンプレッサは1PS・0.75kW以上のものを使用してください。
●エアコンプレッサ1台に本機1台で使用してください。
1台のエアコンプレッサから、同時に2台のエアスクリュードライバを使うと、
エアが足りなくなります。

〈エアホース〉
●内径6mm、長さ30ｍ以内の高圧用エアホースを使用してください。
細いエアホースや長いエアホースを使用すると、圧力降下によりビットがねじか
ら外れて空回りしたり、ねじ浮き、ねじ送り不良、ビットが戻らない等の原因と
なります。

〈使用空気圧〉
●使用空気圧は1.76～2.25MPa（18～23㎏f/cm2）で使用してください。
2.25MPa（23㎏f/cm2）設定をおすすめします。

配管についての注意

q動力源は必ず専用エアコンプレッサ

を使用してください。高圧ガス

（例：酸素、アセチレン等）等は絶

対に使わないでください。

w接続するエアホースも専用エアホー

スを使用してください。 〈図-15〉 0

1
0.5

1.5

3
3.5

2.5
2

MPa

2.25
1.76

1.76～2.25MPa 
（18～23kgf/cm2） 

で使用 

専用エアホース 
（高圧用市販品） 
（内径5mm） 

長さは5m以内とする 

専用エアコンプレッサ 

エアスクリュードライバ 

エアチャック 

※専用エアコンプレッサからエアスクリュードライバ 
　までの専用エアホースのトータル長さ30m以内 

エアプラグ 

2点エアセット 
（高圧用市販品） 

内径6mm以上 長さ5m以上 

〈図-15〉

〈配管図〉

警 告
●本機使用の際は、高圧用エア釘打機専用エアコンプレッサ、専用エアホースを必

ず使用する。

本機、専用エアコンプレッサ、専用エアホース共、エアプラグ、エアチャックが

専用のものとなっており市販の物とは互換性がありませんので、他の機器との接

続はできない仕様になっております。改造・加工等して他の機器を使える様に絶

対にしないでください。
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警 告
●エアホース接続の時は以下の事を厳守する。

エアホースを接続する時は誤って作動させないように下記のことを必ず守ってく

ださい。

1.トリガをロックする。

2.コンタクトアームに触れない。

3.コンタクトアームを押し上げた状態にしない。

4.射出口を人体に向けない。

〈図-16〉

qトリガをロックします。

wエアプラグからエアプラグキャップをは

ずします。

eエアプラグにエアホースのエアチャック

を接続します。 〈図-16〉

エアチャック
エアプラグ

エアプラグキャップ

手順

警 告
●作業中断時は必ずトリガをロックし、エアホースをはずす。

エアホースの接続
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本機には締込み深さを調整できるアジャスタが装備されています。締込みすぎは極端に

保持力が低下しますので作業の際には締込状態を確認して、アジャスタで深さを調整し

てください。 〈図-17〉

警 告
●調整の時は必ずトリガをロックし、

エアホースをはずす。

qトリガをロックし、エアホースをはずし

ます。

wプラスチックシートねじを装填します。

eエアコンプレッサの圧力を約2.1MPa

（21kgf/cm2）にセットします。

r本機にエアホースを接続し、トリガロッ

クダイヤルをフリーにセットします。

tアジャスタの調整（ねじの打込調整）の

前に一度テスト打ちしてください。締込

みたい深さを確認します。

yトリガをロックし、エアホースをはずし

ます。

uプラスチックシートねじを取り出しま

す。

iアジャスタを回し調整します。〈図-18〉

※アジャスタを1回転させると約1mm上

下します。

o本機にプラスチックシートねじを装填し

ます。

手順

アジャスタの調整と締込状態の確認

〈図-17〉

〈図-18〉

アジャスタ

ねじが沈む ねじが浮く

ワンタッチアジャスタ ねじ状態 用　途

平
打
ち

斜
め
打
ち

－ 25 －

適正 

ねじ頭が浮く 
（アジャスタを　  の方へ回す） 

ねじ頭が沈む 
（アジャスタを　　の方へ回す） 

〈図-19〉!0エアホースを接続し、トリガロックダイ

ヤルをフリーにセットしてさらにテスト

打ちをして適正かどうか確認してくださ

い。 〈図-19〉

!1適正であれば調整完了です。不適正であ

れば以上の手順をくり返してください。

!2適正状態が得られない場合はエアコンプ

レッサの空気圧を調整してください。

警 告
●2.25MPa（23㎏f/cm2）を超えた圧力では絶対に使用しない。

【ワンタッチアジャスタの使い方】
本機には、隅打ちなど、やむを得ずねじを斜めに打つ場合に、ワンタッチ操作でねじを

沈めることができる機能が装備されています。

ねじを斜めに打つとねじ頭が
ボードより浮きます。 平打ちに使用してください。

ねじを斜めに打ってもねじ頭
がボードより沈みます。 隅打ちに使用してください。

出ている状態

出ている状態
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ねじづまりの直し方

〈図-20〉

ハンマー

細い鉄棒など

〈図-21〉－ドライバー

警 告
●ねじづまりを直す時は、必ずトリガ

をロックし、エアホースをはずす。

qトリガをロックし、エアホースをはずし

ます。

wプラスチックシートねじをマガジン内よ

り抜き取ります。

eドアを開き、射出口より細い鉄棒を入れ、

ハンマーでたたきます。 〈図-20〉

rノーズ内部につまったねじを細い鉄棒

や－ドライバーで取り除きます。

〈図-21〉

tねじを送り爪に再度確実にセットして、

ドアを閉じます。

手順

〈図-22〉

ビット

注 意
●細い鉄棒で詰まったねじをたたくと

きに、ビットをたたかないでくださ

い。ビットをたたくと先端が破損し、

ねじどめ不良の原因になります。

〈図-22〉

細い鉄棒など
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【ビット交換のめやす】
●ビットがねじから外れて空回りする。 ●モータが止まりにくくなってきた。

●ねじの締め込み深さがばらつく様になった。

●より大きな押し付け力が必要になった。

以上の状態が多く出る場合、ビットを交換してください。

警 告
●ビット交換の時は以下の事を厳守する。

1.トリガをロックする。

2.エアホースをはずす。

3.プラスチックシートねじを取り出す。

●必ず本取扱説明書の手順に従う。

注 意
●ビット交換の時、本機内部に砂、ゴミ、チリ、ホコリなどが入らないようにする。

砂、ゴミ、チリ、ホコリなどが入ると故障の原因になります。

●ビットは消耗品です。摩耗したビットを使うと、作業の能率を損ない、ねじ締め

不良の原因となります。作業する前にビットを点検し、摩耗している場合は、早

めに交換してください。

●ビットの交換は、お買い求めの販売店でも承ります。

qトリガをロックします。

wエアホースをはずします。

eプラスチックシートねじを取り出します。

r六角穴付ボルト4本を、付属の六角棒ス

パナ4ではずします。 〈図-23〉

手順

〈図-23〉

六角棒スパナ4

六角穴付ボルト
（4本）

【ビットのはずしかた】

ビットの交換のしかた
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t次にシリンダキャップ部をはずします。

この時、一緒にビットAssy、シリンダ

キャップシールもはずれます。シリンダ

キャップ部についているビットAssyは

引き抜きます。 〈図-24〉

※シリンダキャップ部からビットAssyを

引き抜いた時、ピストンストップAssy

もはずれた場合は、ピストンストップ

Assyをシリンダキャップ部にはめ込ん

でください。

※ビットAssyがシリンダ内に残っている

場合は、本機を逆さまにし、抜き取って

ください。

yビットAssyのピストンバンドを、精密

ドライバー（先端が－型のもの）や細い

釘などではずします。 〈図-25〉

〈図-24〉

〈図-25〉

〈図-26〉

シリンダキャップ部

ピストンストップAssy

ビットAssy

シリンダ シリンダキャップ
シール

注 意
●ピストンバンドをはずす時、誤って

切ったり、傷付けたりしないように

注意深く行ってください。

●Oリング（上側、下側）は、圧縮空

気のシール機能を担う重要な部品で

す。なるべく触れないようにしてく

ださい。

uヘイコウピンを抜きます。ピストンキャ

ップからメインピストン、ビットがはず

れます。 〈図-26〉

ビットAssy

Oリング

ピストンバンド

Oリング

Oリング

ビット

メインピストン

ピストンキャップ

ヘイコウピン
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〈図-27〉iメインピストンから古いビットを抜き取

り、新しいビットと交換します。

〈図-27〉

古いビット 新しいビット

【組み付け方】

注 意
●組み付けの時に、指定外のオイル・

グリスを使用しない。

注 意
●ヘイコウピンが確実に入っているこ

とを確認してください。

o uの逆の手順で、iで組んだ新しいビ

ット、メインピストンとピストンキャッ

プをヘイコウピンで止めます。〈図-28〉

!0次にビットAssyの真ん中の溝にピスト

ンバンドをはめます。 〈図-29〉

手順

〈図-28〉

〈図-29〉

ピストンバンド

Oリング

ビット

メインピストン

ピストンキャップ

ヘイコウピン

Oリング



－ 30 －

!1ギヤの六面部の向きとビットの六面部の

向きを合わせて、ビットAssyをシリン

ダ内に落とし込みます。 〈図-30〉

※その後、シリンダ内に10滴以上必ず注

油してください。

〈図-31〉

〈図-32〉

Oリングが
はみ出している

Oリングが
はみ出していない

注 意
●ビットAssyのOリングがはみ出し

ていないことを確認してください。

〈図-31〉

!2シリンダキャップシールを、ボデー上部

に合わせて置きます。 〈図-32〉
シリンダキャップ
シール

ビットAssy

Oリング 

六面部 

〈図-30〉
シリンダ

ギヤ 六面部
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〈図-33〉!3シリンダキャップ部をシリンダキャップ

シールの上に置きます。 〈図-33〉

!4シリンダキャップを押さえながら、六角

穴付ボルト4本を付属の六角棒スパナ4

で締め付けます。 〈図-34〉

シリンダキャップ

〈図-34〉

シリンダキャップ

六角棒スパナ4

六角穴付ボルト
（4本）
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〈図-35〉

締め付けは、それぞれのボルトを対角線

の順に均等に締めてください。〈図-35〉

※指定締め付けトルクは、6.9～7.8N・m

（70～80kgf/cm）です。（六角穴付ボル

トの座面がシリンダキャップの面に接し

てから、付属の六角棒スパナで適切な増

し締めをする要領です。）

警 告
●シリンダキャップが、ボデーに4本

の六角穴付ボルトで均等に、指定締

め付けトルクで確実に締め付けられ

ていることを確認する。

注 意
●六角穴付ボルトを締め付けるとき、柄の長い六角棒スパナなどで指定トルクを超

える大きな力をかけてしまうとシリンダキャップ、ボデーが破損する恐れがあり

ます。

必ず付属の4mm六角棒スパナで適切に締めてください。

〈図-36〉!5射出口から細い鉄棒を入れ、ビットを当

りがあるところまで押し上げます。

〈図-36〉

細い鉄棒など

※ビットの交換作業が終わりましたら、ねじどめ作業を行う前に次ページの確認事項に

従って、本機に異常がないか十分に確認してください。

3番目 2番目

1番目 4番目

六角穴付ボルトの
締め付けの順番の例

警 告
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●エアホース接続時には必ず確認する。

使用前にはプラスチックシートねじを装填しないで

エアホースを本機に接続し下記の確認を必ず行って

ください。

1.エアホースを接続しただけで作動音がしないか。

2.エアもれや異常音がしないか。

エアホースを接続しただけで作動したり、エアもれ

や異常音がする場合は故障しています。そのまま使

うと事故の原因となりますので、絶対に使用しない

でください。異常のある場合はお買い求めの販売店

に点検・修理に出してください。

●安全装置が完全に作動するか使用前に必ず点検す

る。正常に作動しない場合は使用しない。

使用前には必ず安全装置が完全に作動するか、確認

してください。プラスチックシートねじを装填しな

いでエアホースを接続し、トリガロックダイヤルを

フリーにセットして確認してください。（11ページ

参照）

※下記の場合には安全装置が故障していますから本機

を絶対に使用しないでください。

1.トリガを引いただけで、作動音がする。

2.コンタクトアームを対象物に当てただけで、作動

音がする。

異常のある場合はお買い求めの販売店に点検・修理

に出してください。

●0異常を感じたら絶対に使用しない。

作業中に本機の調子が悪かったり、異常を感じたら、

ただちに使用を中止してください。異常のある場合は

お買い求めの販売店に点検・修理に出してください。
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q本機を大切に使う

落したり、ぶつけたり、叩いたりしますと、変形、

亀裂や破損を生じる場合があります。危険ですから

絶対に落したり、ぶつけたり、叩いたりしないでく

ださい。

wカラ打ちをしない

プラスチックシートねじを装填しないでカラ打ちを

くり返し行うと各部の耐久性が低下しますのでさけ

てください。

eエアセットを使用する

エアセットを使わないとエアコンプレッサ内の水分

やゴミが本機内に入り、錆や摩耗が発生して作動不

良の原因になります。なお、エアセットから本機ま

でのエアホースは長すぎると圧力低下となりますの

で5m以内にしてください。

r作業前後にノーズ周辺のホコリを除去する

石膏の粉などが本機に付着したまま作業を続けると、

各部がスムーズに動かなくなり、正常に作動しない

恐れがあります。作業前後にエアダスタなどでノー

ズ周辺の石膏の粉、ゴミなどを除去してください。

エアダスタは、お近くのリョービ商品取り扱い店で

お買い求めください。

性能を維持するために
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tノーズ周辺摺動部には、ベタつくものは絶対に塗布

しない

ノーズ周辺摺動部には、グリス、オイル（スプレー

式も含む）などベタつくものは絶対に塗布しないで

ください。石膏の粉が固着し、垂直ガイドがスムー

ズに動かなくなり、ねじ倒れを起こす恐れがあり、

オーバーホール・洗浄が必要になることがあります。

y本機の水抜きをする

作業終了時エアプラグを下に向け十分水抜きしてく

ださい。

u指定オイルを注油する

オイルはタービン油2種 ISO VG32（JIS K 2213）

を必ずお使いください。使用前使用後にエアプラグ

の口より10滴以上注油してください。指定外のオ

イルを使用しますと、能力低下や故障の原因となり

ます。

iエアプラグキャップの使用方法

機械内部にゴミなど入ると故障の原因となりますの

で、本機を使用しないときはエアプラグにキャップ

を装着してください。

oエアコンプレッサのタンク、補助タンク、エアセッ

トのエアフィルタの水抜きをする

エアコンプレッサのタンク、補助タンク、エアセッ

トのエアフィルタに水がたまると能力低下や故障の

原因となりますので定期的に水抜きをしてください。

!0定期的に点検する

本機の性能を維持するために清掃、点検を定期的に

行ってください。点検はお買い求めの販売店にお申

しつけください。
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症　　状 確　認　事　項

故障かなと思った時の確認事項

空打ち（ねじが
打てない）が発
生する。

ビットがねじ
の十字穴か
らはずれて、
空回りする。

ねじが浮く。

●ビットの先端が摩耗していないか確認する。摩耗している場
合新しいビットに交換してください。（27ページ参照）

●石膏ボードの厚さ、張り付け枚数に応じて、適正な長さの
ねじを使用してください。（13ページ参照）

●速く打ちすぎると、圧力が下がってしまいます。適正な作業
速さで使用してください。

●ねじが完全に締め込まれてモータの回転が止まるまで、トリ
ガを引いたまましっかり本機を押し付けて使用してください。

●1馬力以上のエアコンプレッサ、内径6mm、長さ30m以内
の高圧用エアホースを使用してください。使用空気圧は
1.76～2.25MPa（18～23kgf/cm2）で使用してください。

●使用前使用後にエアプラグの口より10滴以上注油してくだ
さい。

●エアコンプレッサ1台にエアスクリュードライバ1台で使用し
てください。
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【アフターサービスについて】
●本機の調子が悪いときは、使用を中止して、お買い求めの販売店にご相談ください。

アフターサービスについて


